












④接続フレームの4ヶ所のネジ部を⑱六角レンチで緩め、両
側へ伸ばせるようにしてください。④接続フレームの緩めた
ネジ部が下向きになるよう反転させ、　　　　　で組立てた
状態の脚も反転させてください。④接続フレームの天板受け
金具が③モーター付支柱のモーター側になるよう、④接続フ
レームと②支柱・③モーター付支柱の取付穴位置を合わせ、
⑰六角レンチで⑯ボルトBで本締めしてください。
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組立の前に組立説明書を必ずお読みください。不適切な組立は重大な事故につながることがあります。
また、重量がありますので、二人以上で組立てしてください。

● 工具類の取扱いには十分ご注意ください。
● 組立の際は、お子様に注意し広い場所で行なってください。
● 組立の際は万一に備え、軍手の着用をお願いいたします。
● 組立説明書に従って、組立してください。手順を間違えると組立たないこ
　 とがあります。
● ボルトの部分は確実に組立してください。ボルトの締め付けが不十分ですと
　 使用中に製品が破損してけがをすることがあります。
● 組立の際は、製品及び床面を傷つけないようにご注意ください。
● 配線コード類は傷をつけたり、挟んだりしないよう、取扱いには十分ご注
　 意してください。

部材・部品一覧 組立前に、組立部材・部品を確認してください。
プラスドライバー（1 番）を用意してください。

この度は当社製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。ご使用前にこの組立説明書をよくお読みいただき、
末永くご愛用いただきますよう、お願いいたします。お読みになったあとは大切に保管してください。

電動昇降デスク　MTE21
組立説明書
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スイッチ

アダプタ受け金具

脚ベース

支柱

モーター付支柱

接続フレーム

回転ロッド

天板受け

アダプタ

回転ロッドカバー

電源ケーブル

配線フック

②支柱と③モーター付支柱を逆さにして置き、
転倒しないように必ず支えてください。①脚
ベースの取付穴位置と合わせ、⑱六角レンチ
で⑮ボルトAを仮締めした後、本締めしてく
ださい。

STEP 1

⑤回転ロッドの六角軸側にある六角ナットを　スパナGで緩め、
六角軸が伸ばせるようにします。その六角軸を②支柱の取
付六角穴に差し込んでください。
反対側の⑤回転ロッドの樹脂部を③モーター付支柱の
樹脂部と噛み合うように取り付け、噛み合わせた
部分が抜けなくなるまで、樹脂部にある
イモネジを⑲六角レンチで締め込んで
ください。
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六角レンチ

カバー固定ビス
：4×16
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天板
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※付属のボルトE　　4個は使用しません。
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※天板受け金具の向きがモーター側に
　なるよう注意すること。

イモネジ

⑤回転ロッドの樹脂部

緩める

配線フック固定ビス：
4.2×12
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●可動部分に、手や指を入れたままで絶対に操作しないでください。
●移動は必ず2 人以上で行ってください。
●天板の操作、製品の移動の際、テーブルの周りに人がいないことを確認してから操作、移動をしてく
　ださい。
●テーブルに乗ったり、腰掛けたり、用途以外に使わないでください。
●天板や金具、ボルトなどの固定が不完全なままで使わないでください。
●段差がある面で落下や衝撃を加えたり、押したり、引きずって移動したりしないでください。
●アジャスターは調整範囲以内（5mm）であることを確認（点検）の上、使用してください。
●直接日光のあたる場所や、火のそばで使用したり、熱したものを直接天板の上に置かないでください。
　変色・変形の原因となります。
●分解や改造等は絶対にしないでください。
●異常や故障を発見した場合は直ちに使用を中止してご購入店、または下記にお問い合わせください。
●天板の周りは、少なくとも 20mm以上のスペースを確保してください。
●テーブルには、下記最大積載質量以上となるものを載せないでください。
　　　MTE21-1260：40kg（等分布）
　　　MTE21-1880：50kg（等分布）
●2分を超えて連続操作しないでください。

注　意

品　 番

製　 造藤沢 工業 株式 会社 　 TEL：058-247-3311

【初期設定・リセット方法】
●天板を一番下まで下げ、再度「∨」降
　下ボタンを長押し、天板が 5mm 程度
　上下に動くまで長押ししてください。
●組立完了後は必ず初期設定をしてくだ
　さい。
●各配線プラグの抜き差しを行った場合、
　異常停止した場合は、リセットしてく
　ださい。

注意シール
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ネジ部

1 2

モーター

六角ナット

※注意：イモネジを締めすぎて、
　　　　樹脂部が浮かないように
　　　　締め込むこと。

〇:正常な組付状態 ×:異常な組付状態

イモネジ



⑤回転ロッドの上に⑧回転ロッドカバーの取付穴と　天板の穴位置を合わせながら被せ、　カバー固定ビスを差し込み
プラスドライバーを使って本締めしてください。⑪アダプタ受け金具に⑦アダプタを差し込むように設置してください。
設置後、⑨電源ケーブルと⑬アダプタケーブルを⑦アダプタに接続してください。

水平な台などの上に　天板の裏面を上向きにして置き、　　　　で組立てたフレームを逆さにして、　天板の裏面にあ
る⑫スイッチの取付穴側に③モーター付支柱がくるように置きます。
⑪アダプタ受け金具のクッションが付いてない方を③モーター付支柱側の④接続フレームに引っ掛けてください。
　天板の穴位置に合うように、フレームの②支柱と③モーター付支柱を持って外側へ引き延ばしてください。　天板と
⑥天板受け・④接続フレームの穴位置を合わせたら、⑳ビスFを差し込み、プラスドライバーで全箇所仮締めした後、
天板受けゴムが1mm以下になるまで潰すように本締めしてください。
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⑳

天板

1mm以下
天板受けゴム

※必ず先に引っ掛けること。

④接続フレームのネジ部の付近にある小さな穴に⑲六角レンチを差し込み、④接続フレームの中にある角パイプフレ
ームに当たる事を確認してください。⑲六角レンチが角パイプフレームに当たらず、奥まで入ってしまう場合は角パ
イプフレームを左右に動かして調整してください。反対側も同様の作業をしてください。⑱六角レンチで④接続フレ
ームのネジ部4ヶ所を本締めし、⑥天板受けの仮締めしていた⑮ボルトAも本締めしてください。全て本締めしたら、
⑤回転ロッドの六角軸が確実に差し込まれている事を確認し、　　　　　で緩めた⑤回転ロッドの六角ナットを　ス
パナGで本締めしてください。

⑥天板受けを②支柱と③モーター付支柱の取付穴位置に合わせ、⑱六角レンチで⑮ボルトAを仮締めしてください。

STEP 6
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④

角パイプフレーム
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⑧アダプタ組付け状態

※ランプが見える
　向きに設置する
　こと

ランプ

⑤
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六角ナット
ネジ部

ネジ部
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③モーター付支柱が
　天板の裏面にある
⑫スイッチの取付穴
側になるように設置
すること。
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③

⑫スイッチの取付穴

STEP 3

⑮

②

②

⑱

⑮

⑥

④
⑪

クッション



STEP 9

■設置における注意点
テーブルを並べて配置する場合は、20mm以上
離してください
壁など障害物がある場合、20mm以上
離して設置してください。
テーブルの周辺には、障害物を
置かないでください。

上昇ボタン

降下ボタン

STEP 10

1.⑦アダプタのランプの確認
　⑦アダプタのランプが点灯しているか確認してください。

2.初期リセットの操作（初めは必ず行ってください。）
「∨」降下ボタンを長押しして天板を一番下まで下げてください。
天板が一番下まで下がった状態になったら、一度「∨」降下ボタンから指を離し、再度「∨」降下ボタンを長押し下さい。
５秒以上長押しすると天板が上下に5mm動きます。「∨」降下ボタンから指を放して完了です。

3.脚部（天板）の上昇・降下操作
リセット後、「∧」上昇ボタンや「∨」降下ボタンを押し、正常に動作しているか確認してください。　

⑦アダプタのランプ

【初期設定】

STEP 8-2
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⑭

⑫スイッチと接続

⑬アダプタケーブルと接続

③モーター付支柱のケーブルと接続

③
⑬⑫ ⑭

⑩

⑩

⑫

③

デスクの左側に⑫スイッチを設置する場合

⑫

⑩配線フックに固定が完了したら、デスクを２人以上で起こしてください。
デスクにガタツキがあれば、①脚ベースのアジャスターで調整してください。（調整範囲：5mm）
　注意シールを天板裏面のお好みの位置に貼って下さい。
⑨電源ケーブルのプラグをコンセントに差し込み、⑦アダプタのランプが点灯しているか確認してください。

⑦アダプタのランプ

電源をコンセントに差し込む。

低くなる高くなる

⑳

右図の配置のように　天板裏面の取付穴と⑫スイッチと⑭コントロ
ールボックスの取付穴を合わせ、⑳ビスFを差し込み、プラスドラ
イバーで本締めしてください。⑭コントロールボックスに③モータ
ー付支柱のケーブル、⑫スイッチのケーブル、⑬アダプタケーブル
を接続してください。
次に⑩配線フックの両面テープのフィルムを剥がし、その皿孔に　
配線フック固定ビスを差し込んでください。その差し込んだ状態の
まま、　天板裏面にある配線フック取付穴に　配線フック固定ビス
を差し込み、本締めしながら⑩配線フックを接着してください。
その後に各配線を⑩配線フックに固定してください。

STEP 8-1
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⑭

⑫スイッチと接続

⑬アダプタケーブルと接続

③モーター付支柱のケーブルと接続

③
⑬ ⑫⑭
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⑫

⑳

⑩

配線フック取付穴フィルム

⑩

配線フック取付穴フィルム

デスクの右側に⑫スイッチを設置する場合
※デスクの左側に⑫スイッチを設置する場合は　　　　　へ
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●可動部分に、手や指を入れたままで絶対に操作しないでください。
●移動は必ず 2 人以上で行ってください。
●天板の操作、製品の移動の際、テーブルの周りに人がいないことを確認してから操作、移動をしてく
　ださい。
●テーブルに乗ったり、腰掛けたり、用途以外に使わないでください。
●天板や金具、ボルトなどの固定が不完全なままで使わないでください。

●段差がある面で落下や衝撃を加えたり、押したり、引きずって移動したりしないでください。
●アジャスターは調整範囲以内（5mm）であることを確認（点検）の上、使用してください。
●直接日光のあたる場所や、火のそばで使用したり、熱したものを直接天板の上に置かないでください。
　変色・変形の原因となります。
●分解や改造等は絶対にしないでください。

●異常や故障を発見した場合は直ちに使用を中止してご購入店、または下記にお問い合わせください。
●天板の周りは、少なくとも 20mm 以上のスペースを確保してください。
●テーブルには、下記最大積載質量以上となるものを載せないでください。
　　　MTE21-1260：40kg（等分布）
　　　MTE21-1880：50kg（等分布）

●2 分を超えて連続操作しないでください。

注　意

品　番

製　造藤沢工 業株式会 社　TEL：05 8-247-3311

【初期設定・リセット方法】
●天板を一番下まで下げ、再度「∨」降
　下ボタンを長押し、天板が 5mm 程度
　上下に動くまで長押ししてください。
●組立完了後は必ず初期設定をしてくだ

　さい。
●各配線プラグの抜き差しを行った場合、
　異常停止した場合は、リセットしてく
　ださい。

注意シール25
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壁

20mm 以上
離してください

20mm 以上
離してください

2022.01.05
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右図の配置のように　天板裏面の取付穴と⑫スイッチと⑭コントロ
ールボックスの取付穴を合わせ、⑳ビスFを差し込み、プラスドラ
イバーで本締めしてください。⑭コントロールボックスに③モータ
ー付支柱のケーブル、⑫スイッチのケーブル、⑬アダプタケーブル
を接続してください。
次に⑩配線フックの両面テープのフィルムを剥がし、その皿孔に　
配線フック固定ビスを差し込んでください。その差し込んだ状態の
まま、　天板裏面にある配線フック取付穴に　配線フック固定ビス
を差し込み、本締めしながら⑩配線フックを接着してください。
その後に各配線を⑩配線フックに固定してください。
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STEP 8-2


